
吉島サロン便り８月号

原
爆
投
下
か
ら
六
十
八
年
を
迎
え
た
広
島
、

長
崎
で
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
が
鎮
魂
と
平
和

へ
の
祈
り
に
包
ま
れ
る
被
爆
地
に
お
い
て
、

核
兵
器
廃
絶
平
和
記
念
式
が
営
ま
れ
た
八
月

で
あ
る
。

猛
暑
の
中
、
根
強
く
桃
色
の
花
が
無
数
に
咲

く
、
夾
竹
桃
が
広
島
、
吉
島
の
河
岸
に
桃
色

と
真
っ
白
の
花
が
咲
き
、
今
は
人
々
の
心
を

優
し
く
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
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便
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福
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協
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目

吉
島
サ
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平
成
二
十
五
年
八
月
号

電
話
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Ｘ
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六
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三
〇

本川左岸遊歩道にて

吉島サロン開催風景

こ
の
「
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
」
は
、

旧
館
時
代
下
水
処
理
場
の

土
手
の
建
屋
前
し
か
群
生

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
は
、
体
育
館
駐
輪
場

前
で
一
部
群
生
が
見
ら
れ

ま
す
。

の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

残
暑
き
び
し

い
折
り
お
身
体

ご
自
愛
く
だ
さ

い
。 さ

て
、
当
吉
島
サ
ロ
ン
で
は
、
七
月
か
ら
毎

月
第
三
水
曜
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
の
間
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
に
よ
る
「
お

し
ゃ
べ
り
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
は
、
吉
島
学
区
に
お
住
ま
い
の
方
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
で
、
内
容
は
、
「
健
康
体

操
」
「
懐
か
し
い
歌
」
「
手
作
業
」
「
お

し
ゃ
べ
り
等
」
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
企
画
に
よ
り
最
近
少

し
ず
つ
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
ど
お
り
第
一
水
曜
日
は
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
が
担
当
で
、
第
二
、

四
金
曜
日
は
、
地
域
の
方
が
担
当
で
「
サ
ロ

ン
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
役
員
一
同
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
ま
す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す


